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月 は 地上 を 見て ゐる 



月よ 悪い 大奴 

お前 は 光りで 咆 えよ 

地上の 喰べ 物 を 欲しがって ゐる 

でもお 前に は 地上の 愛 は 喰 はせ ない 

水蜜桃の 汁 は 

おれたちが 吸 ふの だ 

月よ 

お前 は 地上の 一 切の 出来事 を 

なにも かに も 

光りの セロ ファン 紙で 

la まう とする 



どんなに 君が 酒臭い 呼吸 を 

私の 顔に 吹つ かけよう とも —— , 

君 は 自分の 思想 を、 夜の 暗黒に 手渡した 

昨夜 も、 今晚 も、 都会の 舗道に ぶつ 倒れ 

滅びて ゆく 地球 を 

いた はる やうに 体で 温めて ゐる、 

しかし 君の 体が 全く 冷えき つたと しても 

地球が 滅びる やうな こと はないだ らう。 

星の 光りの やうに 



信じが たい 程 

暗い、 暗い、 空の もとに 

我等 は 生活して ゐる、 

暗黒と 名 づけよう か、 

この 夜の 連続 的な ふかさ を —— -、 

だが この 空の 星の 

光リ やう を 君 は 見落し て はいけ な い 

空が 暗ければ 

星 は 光 るんだ、 



みおろせば 涯 かに 病める 庭 

点々 として 煙の たちあがる 穴、 

私 はこ ゝ から 哀悼す る 

火星が 救 ひに 来る日まで 

かくして いたるところの 城壁 は 崩れ 

自由の 路は 荒廃した、 

た、 V 読経 者の 職業的な 

声が 遠くから 聞え てきた、 

J v> で悔 なく 人々 は 戦った 

戦 ふこと に 依ってす ベ てが 終る かの やうに 

狂気と 酩酊と で 



日本の 夢と 枕の 詩 

誰もお 前 を 愛さない と は 言 はな い 

「日本よ」 寝起きの 悪い 子供で あるお 前 を 

誰が 突然 ゆり 起した のか、 

父で もな く、 母で もな く 

お前 自身の 中の 夢が お前の 枕 を 蹴った 

そのために お前 は 一 日中 不機嫌であった 

語れ、 幼児よ、 心の中の 秘密 を —— 、 

卑屈で もな く、 臆病で もな く、 深い 掘 割 や 

流れ を 危なげ もな く、 進む、 自 B に 満ちた、 



小さな 旅立ちの 行 手に、 お前 は 何 を 発見した か、 

それ を 語れ、 何 を 失 ひ、 何 を 得た か、 

何 を 得て、 何 を 失った か、 

はじける 声と、 す、 り 泣きと、 重い うめき を 

出発す るお 前の、 背後に 聞き はしなかった か、 

生長す る ものが 犯す 冒険 や 

未知の 世界 を 探る 冒険 を 

お前の 両親 はお それ はしない だら う、 

た、 V 旅立つ ことが 突然で 

お前の 追 ふ ものの 正体が 不明で ある こと だ 

その上、 お前 は 少しも 後 を 振 返る こと をし ない 



停まらぬ 口 — ラ— スケ ー, にが、 

火の 靴 を 履かされた やうに 龃け 去った、 

がら/^ と 音 をた て、 道路の 上 を —— 、 

シ ュッ、 シュッ と 音 をた て、 川の 中 を 

父親 は 悔いて ゐる 

寝て ゐる 床に お前の 心の中の 黒い 夢が 

大きくな つ てゐ たこと に 気がつかなかった こと を 

母親 も 悔いて ゐる 

どうして もっと あの 子の 枕 を 

しっかりと 押へ てお かな かつ たかを —— 、 

誰もお 前 を 愛さない と は 言 はな い 



お前 はとつ ぜん 抱擁の 時 を 

ふ リき つ て 遠く 旅立 つた、 V けだ。 

雲 は 星を掩 ひかくして 

夜の 街 を 真暗に してし まった 

悪い 夢に 加担して 月まで 忠実に 欠けた 

たくさんの 褐 〔# 右下の 部分 は 「蝎」 の 右下 部と 同形〕 

色の 梟が 降りて 街角に 立った 

彼等 は 精 一 杯 羽 を ひろげた、 

息子よ、 お前が 旅立った 後の 街の 様子 は 

會 つての 日の 美し さ を 全く 失った、 



薔薇 は 暗の 中で 

ま つくろに 見える だけ だ、 

もし 陽が い つ べんに 射したら 

薔薇色であった こと を 証明す る だら う 

嘆きと 苦しみ は 我々 の もので 

あの人々 の もので はない 

まして 喜び や 感動が どうして 

あの人々 の ものと いへ る だら う、 

私 は 暗黒 を 知って ゐ るから 

その 向 ふに 明るみの 

ある- ,1 とも 11目 じて ゐる 



ただ その h ,1 とだけ で 

一 日 を 無駄に すごす こと はつ まらない、 

私 は あなたに 新しい ハ ンカチ を 贈り ませう、 

それで 生活の 苦しみと 

愛の 不安と、 焦燥と 

運命への 犠牲と を 拭って 下さい、 

最後の 一 打の ハンカチ を もって 

最後の すすり泣 きを 奨 めます、 

もう 新しい 時代 は 

化粧 崩れ を 極度に 怖れる ことが 美しくない、 

生活の たたか ひに 加 はって 下さい、 



くるしい の だ- 

わたし はさう して 苦しんで ゐる 

サ ー チラ イトの 

光りの 中で 

私の 心 も 肉体 も 

あいつら の 弾 を 存分に 浴びた 

私の 口 は 裂けて しまった 

私の 口 はもう 人間の 口の 

大きさ を 越えた。 

天と地と を 併呑す る 

自然の 大きさに 裂け てし まった 



うちけして しま つたと しても 

自然の 風の 中へ 

歌 をお くった 喜びが ある、 

私が いま 机の 角 を 指で 

トンとう つたこと が 

君の 心臓の 一 角 を トンとう つた やうに 

私の 歌 は 流れ 流れて いっか は 

味方と 敵との 鼓膜 を 

う つ ザ j と を 私 は 確信す る 



深い 溜息の ために 

長い 行列の ために 

民衆が 覚えた もの は 

泣く ことの 技術で ある 

た 、v 労働す る もの 、 

胴の 中の 太い ベルトが 

笑 ふ 力 を 失 つて ゐ ないだ けだ 

ほつ、 け 歩る け 

運命の 靴 を 減らしに 

街の 中 を 

哀れな 小市民 は 郊外に ゆけ 



こ、 まで 連れ だってき た、 

運命よ、 お前に 感謝しょう 

私 はお 前 を 色々 の 立場から 歌って きた 

色々 の 角度から 可愛がったり 

憎んだり してきた 

甘やかされた 生活に 

呪 はしい 火の粉 を ふりかけられた とき 

私 は どんなに お前 を 憎んだら う 

でも、 今 はお 前の こと を 恨んで はゐ ない 

祈禱 〔* 「禱」 はしめ す へんに 壽〕 する こと をす つか 

り 忘れた 11 侶の やうに 



私 は 最大に グゥ タラに な つ て 

悪魔 を 味方に つけて 

運命よ、 お前 を 私の 墓の 中にまで 

引 きづり こんで やらう と 思 ふ、 

死ぬ こと を 決して 怖れ はしない が 

自殺 をす るた めに 

体 をう ごかす 努力 を 払 ふなら 

生きる ために 動かす 方が 努力が 少 いの だ 

ものうい、 にくらしい 一 日よ、 

まるで 頭に 鉄の 鉢巻 をして ゐる やうに 

階級の こと を 忘れる- J とがで きなくて 頭が 痛む 



と はげしく 妹の 肩 を どやし つけて やる と 

妹 は、 ハツと 我に かへ つて 

—— まあ、 いや だ わ 

と 私の 体に ひしと しがみついた 

妹 は 自分の 周囲 を 見 ま はし 

一 度に そ Y J に 立 つて ゐる 

自分と 羞恥と を 感じた の だら う 

II お-寒い、 寒い、 

一 一人 はかう 言 ひながら 

たが ひに 手 をと りあって 

どんどん 韋駄天 走りに 家に かへ つた 



お前 は 傍に 坐って 

いかにも 改まった やうな 口調で かう いった 

兄さん 

どうして 貴方 は 

社会主義者に などな つたの よ、 

わたし、 何にも 訳が わからな いから 

廃せ と は 言 はない けれど —— 

あんまり、 警察なん かにい つて 

体 を ， J はさな い やうに し てね、 

私 は フッと 笑 ひながら 

—— どうして なった のかな 



きっと 二人の 生活 は 転覆す るで せう。 

愛 はと かく 通りす ぎる ものです、 

時間 も 無視して 酔 ふ ものです、 

一 方が、 一 方 を かならず 守る ものが 必要です 

怪我の ないやう に 目的地に 着く やう 

汽車に なったり 踏切番に なったり して ゆかう- 



昂然たる 愛に しょう 

〔* 底本で は 「昂」 は 下 左の 部分が 「ェ」 の 俗字 を 使 



改めて 女の 美し さ を 発見しょう とする 

気の 長い 男 達が 少 くな いの だ。 

そのうちに 老齢が やってくる 

若い ものの 逢引に 

シッシ ッと唾 を かけたり 

水をさした りする 可哀 さうな 

ひがみ 屋 になる だら う。 

私 は 若さに 答へ よう , 

愛に 速度 を 加へ つ つ 

肉体的に もつれる 暇 を 

生活の たたか ひに もって 行きたい、 



健康な 胸で しっかりと 

生活 を まも つて ゐる 貴女 

働いて ゐる 女の 鼓動の 整調 さがき こえる 

どんなに 本能 的に 私の 胸の 中で 

身ぶ る ひして ゐる ときで も 

動物 的な 心臓の鼓動の 昂 まりから 

人間的な 静まりに かへ つて ゆく、 

顔 見合せ て 吐 息をつく 

あ、、 無事で 何の 過失 も 起きなかった I 

なにが 無事で、 
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